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我が加茂市は山紫水明の地として知られ、「北越の小京都」と呼ばれています。そ

の大地には豊かな自然に育まれた悠久の歴史が埋蔵文化財として存在しています。こ

れまでに、175か所が遺跡登録されています。

加茂川の上流部に位置する七谷地区では、旧石器時代や縄文時代の遺跡が多く確認

されています。これと対をなすように加茂川下流域や下条川下流域の平らな水田の下

からは古墳時代～平安時代の遺跡が多く発見されています。市内各所で先人たちの営

みがあり、地域固有の貴重な文化財が埋蔵されています。

現代の私たちは様々な開発事業を計画する中で、埋蔵文化財との関わりを避けるわ

けにはいきません。埋蔵文化財包蔵地が工事によってやむを得ず壊される場合は、発

掘調査を行い、記録として保存し、後世に引き継ぐことになります。

本書はそうした開発事業と文化財保護との調整をするために行われた試掘・確認調

査の結果報告書です。平成 26年度には、2遺跡において調査を行いました。いずれ

も小規模な調査で、大きな成果があるものではありませんが、調査で得られたささや

かな知見が各地域における歴史の記録として、今後活用されることを願っています。

このたび、本書を刊行することで、当地域の学術・研究資料として多くの皆様に活

用され、埋蔵文化財に対する理解と保護思想が深まれば、この上なく幸せであります。

最後に、発掘調査に対して様々なご指導とご協力を頂いた新潟県教育庁文化行政課、

並びに確認調査に参加された地元の方々、地権者および工事関係者に対し、ここに深

甚なる謝意を表する次第であります。

　平成 27年 7月

　　　　　　　　　　　　　　　　加茂市教育委員会

教育長　殖　栗　敏　夫

序



 1 本報告書は、平成 26年度に新潟県加茂市内の各種開発に伴い実施した 2遺跡における試掘・確認

調査の記録である。

 2 調査は中沢遺跡が倉庫建設工事、鬼倉遺跡が排水路改良工事に伴い実施したものである。
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第Ⅰ章　序　　　説

1　平成 26年度事業の概要

現在の加茂市の周知の埋蔵文化財包蔵地の数は 175 である。これは、平成 7年に新潟県教育委員会主

催で実施された詳細分布調査が大きな成果をあげた結果である。詳細分布調査は特に沖積地で成果をあげ、

後の開発協議において重要な資料を提供した。そして、鬼倉遺跡や馬越遺跡などの大規模な発掘調査を導

くことになった。

加茂市では大規模に発掘調査された遺跡の報告書刊行も完了しており、発掘調査で得られた考古資料の

公開・活用が喫緊の課題となっている。なお、市内の試掘・確認調査事業については平成 7年度から国

庫補助事業として開始しており、各種の開発事業との調整を図るうえでの防波堤となっている。今後も小

規模な開発であっても事業の計画段階で早期に協議を進め、精度の高い効率的な調査を実施していくこと

が開発側と保護する側、双方に求められている。

平成 26年度の試掘・確認調査は、従来から周辺で様々な開発が行われてきた 2遺跡で行われた。中沢

遺跡が加茂市の倉庫建設工事、鬼倉遺跡が加茂郷土地改良区の農業排水路改良工事を調査原因とした。

上記の調査のほか、平成 26年度には平成 25年度加茂市内遺跡確認調査報告書と高柳城跡測量・確認

調査報告書を刊行した。

2　遺跡の位置と環境（第1図）

加茂市は新潟県のほぼ中央の県央域に位置し、中越地区に含まれる。市域は田上町、五泉市、新潟市、

三条市と接している。地勢は東部に高さ 1,000mを超える粟ヶ岳、権ノ神岳などの山岳が聳え、粟ヶ岳

を源とする加茂川が大谷川、高柳川などの支流を集め、谷底平野を縦貫し、加茂新田地区で信濃川に注ぐ。

加茂川の流域延長は約 11kmである。

加茂川上流部は「七谷」地区と呼ばれ、加茂川およびその支流が小規模な段丘を形成し、旧石器時代～

縄文時代の遺跡が多く分布する。一方、弥生～古代の遺跡はほとんどなく、中世では小規模な山城や信仰

関連遺物が多く確認される。加茂川が東山丘陵を抜けた市街地域には扇状地形が形成され、弥生時代後期

後半頃に開発が開始される。沖積地では古墳時代前期に開発が進行し、その後若干の空白期間を挟んで、

奈良・平安時代の遺跡が多く確認されている。

中沢遺跡（1）、鬼倉遺跡（2）は下条川右岸域の沖積地に広範囲に展開する。中沢遺跡は東山丘陵から

緩やかに張り出す扇状地の先端部～沖積地にかけて広がる。南東部が市街地区域に近接することから開発

遺跡名 調査 調査原因 遺跡の
主な時代

月　　　※現場調査期間
備考

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

中沢遺跡 確認 倉庫建設 弥生～中世 加茂市事業

鬼倉遺跡 確認 排水路改良 古墳・古代

第 1表　平成 26年度発掘調査工程表
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2　遺跡の位置と環境

が多く見られる。鬼倉遺跡は中沢遺跡の北西方向に隣接して所在し、より下流域沿いで低平な水田地帯に

大きく広がる。

第 1図　調査対象遺跡位置図（S =1：50,000）
（国土地理院　平成 17年発行〔加茂〕・平成 9年発行〔新津〕　S =1：50,000　原図）

 1 中 沢 遺 跡
 2 鬼 倉 遺 跡

0 2km（1：50,000）

1

2
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第Ⅱ章　倉庫建設工事関連

1　調査に至る経緯

本件は加茂市がＪＡにいがた南蒲北低温倉庫建設用地を造成するものである。開発部局と教育委員会（以

下、市教委）は、協議を重ね工事施工業者の協力を得ながら、9月に中沢遺跡の確認調査を実施すること

で合意した。

事務的な手続きは、建第 1485 号の埋蔵文化財発掘の通知が加茂市長から市教委へ、民資第 136 号の

埋蔵文化財の発掘については、確認調査が必要との意見を付し、新潟県教育委員会教育長宛てへ、民資第

138 号の埋蔵文化財発掘調査の報告を新潟県教育委員会教育長宛てにすべて平成 26年 11 月 14 日付け

の確認調査終了後に行った。

なお、鬼倉遺跡については範囲内での工事が極めて少ないことから、外周へのＬ字型擁壁設置の掘削工

事に伴う工事立会いを 11月上旬に行った。

2　中 沢 遺 跡

（1）遺跡と確認調査の概要（第 2図）

中沢遺跡は下条川右岸で市街地のある扇状地先端部から沖積地にかけて広がる。遺跡の推定面積は約

27万m2 である。現況はほとんどが水田で、現地表面の標高は約 8m前後である。

遺跡は平成 7年に周知化された後、断続的に開発の波が押し寄せ、確認調査や本調査が行われてきた〔伊

藤 2005ほか〕。遺跡からは弥生時代～近世までの遺構・遺物が確認されているが、主体となる時期は弥生

時代後期と奈良・平安時代である。

4

開発予定地

3

2

1

第 2図　中沢遺跡推定範囲と確認調査トレンチ位置図（S =1：3,000）
（加茂市　平成 17年印刷〔加茂市街図その 11〕　S =1：2,500　原図）

0 100m（1：3,000）
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2　中 沢 遺 跡

調査対象地は遺跡推定範囲の北部に位置し、現地表面の標高は約 7～ 8mである。確認調査は、平成

26年 9月 18 日に行われた。工事計画予定地内の主に外縁部を対象として任意のトレンチを設定し、重

機により約 2.0 × 4.0mの大きさで 4か所掘削し、遺構・遺物の検出および層序の確認を実施した。調

査終了後は転圧しながら埋め戻しを行った。調査面積は約 34m2 である。

（2）層　序（第 3図）

基本土層は、Ⅰ層耕作土、Ⅱ層暗灰色土、Ⅲ～Ⅴ層が腐植物層、Ⅵ層暗灰色粘質土、Ⅶ層緑灰色土の堆

積が認められる。周辺の調査を参考にすると、Ⅵ層が遺物包含層、Ⅶ層が地山で遺構確認面に相当するも

のと考えられる。

（3）遺構と遺物

遺構・遺物ともに確認されなかった。

（4）調査のまとめ

今回の調査対象区域における調査可能深度内においては、遺構・遺物は確認できず、遺跡は存在しない

ものと判断できる。

1トレンチ 2トレンチ 3トレンチ 4トレンチ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅰ Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅰ

0 1m

土層注記

Ⅰ 耕作土
Ⅱ 暗灰色土
Ⅲ 暗灰色腐植層
Ⅳ　黒色腐植物層
Ⅴ　茶色腐植物層
Ⅵ　暗灰色粘質土
Ⅶ 緑灰色土

0

－1m

－2m

第 3図　中沢遺跡確認調査トレンチ土層柱状図（S =1：40）
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第Ⅲ章　農業基盤整備事業関連

1　調査に至る経緯

農業基盤整備事業に関連し、1遺跡に対して確認調査を行った。事業は加茂郷土地改良区が主体で、計

画区域について 6月上旬に把握し、協議を開始した。事業は、鬼倉遺跡地内において計画され、現況土

水路を重機で再掘削し、コンクリート 2次製品の排水フリューム（400× 300）を設置する工事内容である。

工区は 2か所あり、それぞれ施工業者が異なることから、各々の施工時期に対応する必要が生じた。

文化財保護法第 93条第 1項の規定による埋蔵文化財発掘の届出については、平成 26年 7月 4日付け

加土改第 111 号で加茂郷土地改良区理事長から新潟県教育委員会教育長宛てに出された。これを受けて

市教委では、現況と工事内容を考慮しながら、対応を判断した。その結果、工事の掘削幅が約 1.2mある

ことから確認調査が必要とした。埋蔵文化財の発掘については平成 26年 7月 4日付け民資第 79号で新

潟県教育委員会教育長宛てに提出した。その後、工区ごとに関係者と調整を行い調査の準備に入った。文

化財保護法第 99条第 1項の規定による埋蔵文化財発掘調査の報告については、それぞれ平成 26年 10

月17日付け民資第110号、平成27年1月5日付け民資第1号で新潟県教育委員会教育長宛てに提出した。

2　鬼 倉 遺 跡

（1）遺跡と確認調査の概要（第 4・5図）

鬼倉遺跡は下条川右岸の沖積地に位置し、遺跡の推定面積は約 84万m2 と広大な範囲が周知化されて

いる。現況はほとんどが水田である。遺跡は平成 7年に周知化された後、国道 403 号線三条北バイパス

建設に伴う発掘調査が平成 9年に行われた。調査では 9世紀前半の集落が確認され、河川跡に堰を設け

るなど土木工事の遺構が検出された。河川跡からは多くの墨書土器や和同開珎、神功開寳など希少な遺物

が出土した。石帯も出土し、有力者により地域開発が行われたものと考えられる〔伊藤 2001〕。

調査対象地は 2地点ある。A区は延長約 270mの現況土水路部分で、遺跡推定範囲の東部にある。B

区は延長約 500mの現況土水路部分で、国道 403 号線バイパスに平行し、平成 9年の発掘調査区に近接

する。周辺の現地表面の標高は約6～7mである。A区の確認調査は、平成26年 10月 23日に行われた。

工事計画予定地内を対象として任意のトレンチを設定し、重機により約 1.3 × 1.4mの大きさで 8か所掘

削し、遺構・遺物の検出および層序の確認を実施した。掘削の深度については、排水路改修工事の最深部（現

況土水路底面から約－40cm）までとしたが、3か所（2・5・7トレンチ）で、それ以上に掘り下げて、調査を

行なった。調査終了後は転圧しながら埋め戻しを行った。調査面積は約12.4m2である。B区の確認調査は、

平成 27年 1月 8日・9日に行われた。A区と同様に工事計画予定地内を対象として任意のトレンチを設

定し、重機により約 1.4 × 1.5mの大きさで 11か所掘削し、遺構・遺物の検出および層序の確認を実施

した。トレンチの番号についてはA区からの連番とした。掘削の深度については、排水路改修工事の最

深部（現況土水路底面から約－30 ～ 70cm）までとしたが、3か所（13・14・15トレンチ）で、それ以上に掘

り下げて、調査を行なった。調査終了後は転圧しながら埋め戻しを行った。調査面積は約 23m2 である。
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2　鬼 倉 遺 跡

A区

B区

※　　　 は平成９年発掘調査地点

4

5

6

7

8

3

2

1

9

10

11

13

12

14

15

16

17

18

19

第 4図　鬼倉遺跡推定範囲と調査対象地位置図（S =1：20,000）
（加茂市　平成 20年印刷〔加茂市街図〕　S =1：10,000　原図）

第 5図　鬼倉遺跡確認調査トレンチ位置図（S =1：5,000）
（加茂市　平成 17年印刷〔加茂市街図その 11〕　S =1：2,500　原図）

0 1km（1：20,000）

0 200m（1：5,000）
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第Ⅲ章　農業基盤整備事業関連

（2）層　序（第 6図）

A区の基本土層は地点により異なるが、畦畔の下にⅠ層水田耕作土、Ⅱ層灰色粘質土、Ⅲ層灰色砂質土、

Ⅳ層暗灰色粘質土、Ⅴ層暗灰色砂質土、Ⅵ層暗茶色腐植物層、Ⅶ層灰色腐植物層が堆積する。遺物包含層

と遺構確認面（地山）は確認できていない。B区の基本土層も地点により異なるが、9～ 13トレンチでは

畦畔の下にⅠ層水田耕作土、Ⅱ～Ⅴ層が灰色または暗灰色粘質土および砂質土、Ⅵ層暗灰色土、Ⅶ層灰色

粘質土、Ⅷ層暗黒色土が堆積する。14トレンチでは畦畔の下にⅠ層水田耕作土、Ⅱ層暗灰黒色土、Ⅲ層灰

色粘質土、Ⅳ層暗灰黒色土、Ⅴ層緑灰色土が堆積する。15～ 19トレンチでは畦畔の下にⅠ層水田耕作土、

Ⅱ層暗灰色土、Ⅲ層暗茶色腐植物層、Ⅳ層灰色腐植物層が堆積する。周辺の調査結果を参考にすると13ト

レンチのⅧ層と14トレンチのⅣ層が遺物包含層、14トレンチのⅤ層が遺構確認面（地山）に対比される。

（3）遺構と遺物（第 7図）

遺構は確認されなかった。遺物は 13トレンチから土師器が 5点出土した。

1は土師器小甕の底部片である。底径 7.0cmで、底部外面に糸切り痕がある。内面の一部にはススが

付着する。平安時代のものであろう。

（4）調査のまとめ

今回の調査で、B区の 13トレンチの現地表面下約 1mのⅧ層から古代の土器が出土し、周辺にかけて

遺跡が存在することと遺物出土層位を確認できた。しかし、今回の排水路改良工事は掘削深度がいずれも

遺物包含層には達しないほど浅いことから遺跡に影響を与えないことが理解できる。

1トレンチ 2トレンチ 3トレンチ 4トレンチ 5トレンチ 6トレンチ 7トレンチ 8トレンチ

9トレンチ 10トレンチ 11トレンチ 12トレンチ 13トレンチ 14トレンチ 15トレンチ 16トレンチ

17トレンチ 18トレンチ 19トレンチ

畦畔

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅵ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅵ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ

畦畔

Ⅰ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅵ

Ⅶ

畦畔

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

畦畔

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

畦畔

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

畦畔

Ⅰ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

畦畔

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

畦畔

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

畦畔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

0

－1m

0

－1m

0

－1m

0 1m

凡例

　　　現況土水路底面

　　　工事の掘削の深さ

0 15cm（1：3）

1

A区（1～8トレンチ）

B区（9～19トレンチ）

凡例
スス

第 6図　鬼倉遺跡確認調査トレンチ土層柱状図（S =1：40） 第 7図　鬼倉遺跡出土遺物

1 ～ 8トレンチ
　Ⅰ　水田耕作土
　Ⅱ　灰色粘質土
　Ⅲ　灰色砂質土
　Ⅳ　暗灰色粘質土
　Ⅴ　暗灰色砂質土
　Ⅵ　暗茶色腐植物層
　Ⅶ　灰色腐植物層

9～ 13トレンチ
　Ⅰ　水田耕作土
　Ⅱ　暗灰色粘質土
　Ⅲ　灰色砂質土
　Ⅳ　暗灰色粘質土
　Ⅴ　灰色粘質土
　Ⅵ　暗灰色土
　Ⅶ　灰色粘質土
　Ⅷ　暗黒色土
（13 トレンチで古代の土師
器出土、 遺物包含層）

14トレンチ
　Ⅰ　水田耕作土
　Ⅱ　暗灰黒色土
　Ⅲ　灰色粘質土
　Ⅳ　暗灰黒色土
　Ⅴ　緑灰色土

15～ 19トレンチ
　Ⅰ　水田耕作土
　Ⅱ　暗灰色土
　Ⅲ　暗茶色腐植物層
　Ⅳ　灰色腐植物層

土層注記
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第Ⅳ章　ま　と　め

本書に収録した確認調査は、中沢遺跡と鬼倉遺跡の 2遺跡を対象とした。ともに下条川右岸の沖積地

に位置し、過去に本発掘調査が実施され、性格の一端が明らかにされている重要な遺跡である。

中沢遺跡　　今回の調査対象地は遺跡推定範囲の最北部にあたる。既往の調査で確認していた土層との

対比はできたが、遺構・遺物は存在しなかった。調査地は遺跡の縁辺に相当し積極的な活動痕跡を留めな

い区域と判断される。中沢遺跡は市内では貴重な複合遺跡であり、これまでに弥生時代後期と奈良・平安

時代の集落が発掘調査されている。遺跡の現況はほとんどが水田であるが、今後も排水路改良工事などが

予測され、適切な保護行政のもと、地域史を語る上で重要な資料の保存に遺漏のないよう努めたい。

鬼倉遺跡　　調査対象区域で異なる土層が堆積する。遺跡推定範囲の東部にあるA区と南部にあるB

区の 15～ 19 トレンチ周辺では腐植物層の堆積が顕著に見られ、旧地形が低く湿潤な環境下にあったこ

とが推測される。13トレンチは平成 9年の発掘調査区に隣接したところにあるが、現地表面下約 1mで

古代の集落が存在することが確認された。当然のことではあるが、広大な遺跡の周知範囲の中には多くの

地形の高低差が隠れており、一律ではない景観のもと、遺跡が確認されることを再認識した。

本書で報告した 2遺跡の調査成果からは、主に遺跡範囲内の異なる土層堆積を把握することができた。

中沢遺跡では調査対象地を遺跡の範囲から除外することとした。鬼倉遺跡では従来の調査成果を追認する

結果が得られた。これらの情報を各遺跡の基礎資料として蓄積し、今後の埋蔵文化財保護行政の重要なデー

タとして活用したい。

伊藤秀和 2001 『加茂市文化財調査報告（13）  鬼倉遺跡－国道 403 号線道路改良工事に係わる埋蔵文化財発掘

調査報告書－』　加茂市教育委員会

伊藤秀和 2005 「第Ⅷ章  まとめ  2  中沢遺跡の調査履歴について」『加茂市文化財調査報告（15）  平成 15年度

加茂市内遺跡確認調査報告書　西吉津川遺跡  馬越遺跡  太田遺跡  寺下遺跡  城下遺跡  伝下屋

敷館跡  割沢遺跡  中沢遺跡』　加茂市教育委員会

伊藤秀和 2014 『加茂市文化財調査報告（25）  平成 25年度  加茂市内遺跡確認調査報告書  丸潟遺跡  中沢遺跡』

加茂市教育委員会

小山正忠・竹原秀雄（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）　1967　『新版  

標準土色帖』（1998 年版）　日本色研事業株式会社

引用・参考文献

凡　例
　1　残存率　※ /36 で残存割合を示した。
　2　含有物　土器の胎土中に含まれる鉱物等について記した。
　　　「石」は石英粒、「砂」は砂粒を表す。

別　　　表

別表 1　鬼倉遺跡　土器観察表

図
№
報告
番号 種別 器種

法　量（cm） 残存率 胎土
焼成

色　調 手　法 回転
方向 備　考

口径 底径 器高 口縁 底部 含有物 外面 内面 外面 内面 底部

7 1 土師器 小甕 7.0 6/36 石・砂 並 10YR7/2
にぶい黄橙

7.5YR7/4
にぶい橙

ロクロナデ、
ケズリ ロクロナデ 糸きり 右 13トレンチ、内面

スス

3　焼　成　観察者の主観的判断で「良好」、「並」、「不良」に分類した。
4　色　調　『新版標準土色帖』〔小山・竹原 1967〕（1998 年版）の記号を記した。



写 真 図 版



中沢遺跡 写真図版 1

中沢遺跡・鬼倉遺跡　調査地遠景（南から）　※中央部は馬越遺跡（平成 10年発掘調査区域）

中沢遺跡　調査地近景（北から） 中沢遺跡　調査地近景（南東から）

中沢遺跡　4トレンチ土層断面（西から）中沢遺跡　1トレンチ土層断面（北西から）

下条川

調査地

調査地



鬼倉遺跡　1～ 8トレンチ調査地近景（北西から）

写真図版 2 鬼倉遺跡

鬼倉遺跡　9～ 19トレンチ調査地近景（南から）

鬼倉遺跡　7トレンチ調査風景（南から） 鬼倉遺跡　17トレンチ調査風景（南西から）

鬼倉遺跡　1トレンチ土層断面（北東から） 鬼倉遺跡　2トレンチ土層断面（北東から）

鬼倉遺跡　3トレンチ土層断面（北東から） 鬼倉遺跡　4トレンチ土層断面（北東から）



鬼倉遺跡　5トレンチ土層断面（北東から） 鬼倉遺跡　6トレンチ土層断面（北東から）

鬼倉遺跡　8トレンチ土層断面（北東から）鬼倉遺跡　7トレンチ土層断面（北東から）

鬼倉遺跡　9トレンチ土層断面（南東から） 鬼倉遺跡　10トレンチ土層断面（南東から）

鬼倉遺跡　12トレンチ土層断面（南東から）鬼倉遺跡　11トレンチ土層断面（南東から）

鬼倉遺跡 写真図版 3



写真図版 4 鬼倉遺跡

鬼倉遺跡　13トレンチ土層断面（南東から） 鬼倉遺跡　14トレンチ土層断面（北西から）

鬼倉遺跡　15トレンチ土層断面（北西から） 鬼倉遺跡　16トレンチ土層断面（北西から）

鬼倉遺跡　17トレンチ土層断面（南東から） 鬼倉遺跡　18トレンチ土層断面（南東から）

鬼倉遺跡　19トレンチ土層断面（南東から） 鬼倉遺跡　出土遺物〔1：2〕



加茂市文化財調査報告（27）

平成 26年度

加茂市内遺跡確認調査報告書
中　沢　遺　跡
鬼　倉　遺　跡

印刷年月日　平成 27年 7月 27日

発行年月日　平成 27年 7月 31日

発行・編集者　加茂市教育委員会
　　　　　　　〒 959－1392　新潟県加茂市幸町 2丁目 3番 5号
　　　　　　　TEL　0256（52）0080

印　刷　所　有限会社  いとう印刷
　　　　　　　〒 959－1378　新潟県加茂市駅前４番４号
　　　　　　　TEL　0256（52）0696

報 告 書 抄 録

ふり が な 　　　　　　　かもしないいせきかくにんちょうさほうこくしょ

書 名 平成 26年度　加茂市内遺跡確認調査報告書

副 書 名

巻 次

シリーズ名 加茂市文化財調査報告（27）

編 著 者 名 伊藤秀和

編 集 機 関 加茂市教育委員会　社会教育課

所 在 地 〒 959－1392　新潟県加茂市幸町 2丁目 3番 5号　　TEL　（0256）52－0080

発行年月日 西暦　2015 年 7月 31日

ふ り が な
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コード 北緯
°  ′  ″

東経
°  ′  ″

調査期間 調査面積
㎡ 調査原因

市町村 遺跡番号

中
なか

沢
ざわ

遺
い

跡
せき 加

か も し

茂市大
おおあざ

字下
げじょう

条

字
あざ

家
いえ

ノ
の

浦
うら

乙
おつ

543-1 番地
15209 119

37 度
39分
53秒

139度
01分
42秒

20140918 34 倉庫建設工事

鬼
おに

倉
くら

遺
い

跡
せき 加

か も し

茂市大
おおあざ

字下
げじょう

条

字
あざ

鬼
おにくらおつ

倉乙 951-1 番地
15209 116

37 度
39分
55秒

139度
01分
27秒

20141023
20150108 ～
20150109

35.4 農業排水路改
良工事

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中 沢 遺 跡 集落跡 弥生・古代

鬼 倉 遺 跡 集落跡 古代 土師器



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




